
 治験患者の円滑なリクルートのために、これまで多くの試みがなされてきました。

新聞広告、折り込みチラシ、インターネットによる治験情報公開などでは、一定の効

果が認められています。しかし、これらの広告媒体においては、選択・除外基準の適

格性判断が、媒体を見た患者本人や家族に任されているため、候補患者が媒体を目に

して来院やコールセンターにアクセスしても、組入れに至らないケースも多く見られ

ます。病診連携を活用した治験症例の集積は、診療所担当医が適格性を判断する点

で、患者選択において精度が向上すると考えられています。しかし、医師に限定した

詳細な治験情報の効率的な提供方法が開発できないと効果を発揮しにくく、また、適

格性を判断する紹介医師に対する負担軽減にも工夫が必要です。 

群馬大学医学部附属病院臨床試験部では、平成２１年７月から、群馬県医師会報を

活用した治験患者募集活動を開始しました。群馬県医師会は平成２１年５月６日現

在、会員数２，４６５名です。会報は毎月１回、年１２回、B５判約１００ページの

冊子で発行され、群馬県医師会員ひとりひとりに配布されます。群馬県医師会報のお

知らせ欄は会員相互の情報提供のページで、群馬県医師会員に幅広く情報を提供でき

ます。 

保険診療における診療情報提供料（ A ）から（ D ）が、２５０点から５００点で

算定されていることから、紹介医師への負担軽減を図るために３,０００円を支払うこ

とを明記しました。お知らせの内容について、治験審査委員会、依頼者、責任医師、

群馬県医師会報編集委員会の承認を得た右記の文面で掲載しました（一部情報を除

く）。 

群馬大学医学部附属病院の医師で構成する群馬大学医師会は、群馬県医師会の支部

として活動しています。群馬大学病院の治験担当医の多くは、群馬県医師会員でもあ

ります。このため、治験患者の募集案内についても、会員である治験責任医師からの

寄稿として、無料で医師会報に掲載されています。診療所に通院中の患者に多い疾病

については、県医師会報を活用した治験患者募集は症例集積性向上のために有用であ

ると考えます。  

症例集積性向上のための県医師会報を活用した治験患者募集     

「群馬大学医学部附属病院○○科では、現在、＊＊＊＊を目

的とした治験を行っております。つきましては、下記の選択基準

に合致し、除外基準に抵触しない症例がおりましたら、是非、当

科にご紹介下さいますようお願いいたします。中略。治験に参加

頂ける期間は平成21年＊月＊日から平成22年＊月＊＊日まで

の間です。なお、選択基準、除外基準につきまして、適格性をご

判断頂いた後に、治験のための受診であることを患者ご本人に

説明を頂いた上で、紹介患者が受診した場合には、ご負担軽減

として、３,０００円を群馬大学より紹介された医師にお支払いいた

します。 

○選択基準（４項目すべてを掲載）  

・省略 

・年齢が＊＊歳以上、＊＊歳未満の患者。 

○除外基準（１１項目すべてを掲載） 

・脳梗塞、脳出血、頭部外傷等の＊＊＊。 

・悪性腫瘍の治療中または＊＊＊の患者。 

＜連絡先＞ 

国立大学法人 群馬大学医学部附属病院 ○○科 外来 （担

当 ○○ ○○） TEL & FAX：027-＊＊＊-＊＊＊＊ 」  

群馬大学医学部附属病院 臨床試験部 
2010年5月  
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